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(57)【要約】
【課題】先端部の先端領域の更なる細径化により、管路
等に対する良好な挿入性を実現することができる走査型
内視鏡を提供する。
【解決手段】入射された光を導光する検出ファイババン
ドル１６を光源ユニット４０の照明管４３に沿って配設
するとともに、検出ファイババンドル１６の先端面に設
定した受光面１６ａを照明管４３の先端よりも基端側に
配設し、照明管４３の先端外周から検出ファイババンド
ル１６の受光面１６ａを含む領域を、入射された光の進
行方向変化させることが可能な透明外皮５０によって被
覆し、透明外皮５０に入射された光を検出ファイババン
ドル１６の受光面１６ａに導く構成とする。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　挿入部の先端部に設けられ、被検体を走査しながら照明するための照明光を先端から出
射する筒状の照明管と、
　前記照明管の中心軸方向に沿って設けられ、前記照明管の先端よりも基端側に受光面を
有し、前記受光面に入射された光を導光する導光部と、
　入射された光の進行方向を変化させる材質からなり、少なくとも、前記照明管の先端外
周から前記導光部の先端までを覆うように設けられ、入射された光を前記導光部の前記受
光面に導く光路変更部と、
　を有することを特徴とする走査型内視鏡。
【請求項２】
　前記光路変更部は、チューブ状をなし、先端面及び外周面から入射された光を前記導光
部の前記受光面に導くことを特徴とする請求項１に記載の走査型内視鏡。
【請求項３】
　前記照明管は、前記光路変更部が被覆される領域の外表面に、反射部材を有することを
特徴とする請求項１に記載の走査型内視鏡。
【請求項４】
　前記挿入部が内部に挿通され、前記挿入部の前記被検体内への挿入を補助する補助具を
有し、
　前記補助具は、前記被検体からの光を反射する反射部材を内面に有することを特徴とす
る請求項１に記載の走査型内視鏡。
【請求項５】
　前記光路変更部は、先端面から入射された光を前記照明管に向かって反射する反射部材
を有することを特徴とする請求項１に記載の走査型内視鏡。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、照明光を照射する照明ファイバを走査させて戻り光を検出して画像化する走
査型内視鏡に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、ＣＣＤ、ＣＭＯＳ等の固体撮像素子を有した撮像装置により被検体像を光電変換
して、モニタに取得画像を表示する電子内視鏡装置が知られている。近年、このような固
体撮像素子の技術を用いず、被写体像を画像表示する装置として、光源からの光を導光す
る照明用の光ファイバを２次元走査させ、被検体からの戻り光を受光用のファイババンド
ルで受光し、経時的に検出した光強度信号を用いて２次元画像化する走査型内視鏡装置が
知られている。
【０００３】
　このような走査型内視鏡装置に用いられる走査型内視鏡は、先端部に固体撮像素子等を
設ける必要がないため、固体撮像素子を備えた内視鏡に比べ、挿入部の外径を格段に細径
化することが可能となる。
【０００４】
　ここで、走査型内視鏡の先端部において、導光部を構成する受光用のファイババンドル
は、細い光ファイバの集合体であるため、特に破損や汚損等が懸念される先端を水密に封
止する必要がある。このような封止構造として、例えば、特許文献１には、断面管状に形
成したファイババンドルを、照明部を構成する金属製の内筒と、この内筒と同心状に配置
された樹脂製の外筒と、の間隙に沿って配置し、これら内筒と外筒との間に、信号光に対
して透明な接着剤を充填することで、ファイババンドルの先端を水密に封止する技術が開
示されている。
【先行技術文献】
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【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２０１４－１４４１２７号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　ところで、気管支等のような体腔内の細い管路に対し、このような走査型内視鏡の挿入
性をより向上させるためには、先端部の先端領域をさらに細径化することが望ましい。
【０００７】
　しかしながら、上述の特許文献１に開示された技術のように、ファイババンドルを内筒
及び外筒と略一体的に先端部の先端付近まで延在させて水密に封止する構成では、先端部
の先端領域の更なる細径化を実現するには限界があった。
【０００８】
　本発明は上記事情に鑑みてなされたもので、先端部の先端領域の更なる細径化により、
管路等に対する良好な挿入性を実現することができる走査型内視鏡を提供することを目的
とする。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　本発明の一態様による走査型内視鏡は、挿入部の先端部に設けられ、被検体を走査しな
がら照明するための照明光を先端から出射する筒状の照明管と、前記照明管に沿って設け
られ、前記照明管の先端よりも基端側に受光面を有し、前記受光面に入射された光を導光
する導光部と、入射された光の進行方向を変化させる材質からなり、前記照明管の先端外
周から前記導光部の先端を覆うように設けられ、入射された光を前記導光部の前記受光面
に導く光路変更部と、を有するものである。
【発明の効果】
【００１０】
　本発明の走査型内視鏡によれば、先端部の先端領域の更なる細径化により、管路等に対
する良好な挿入性を実現することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１１】
【図１】本発明の一実施形態に係り、走査型内視鏡装置の概略構成図
【図２】同上、先端部の要部を示す断面斜視図
【図３】同上、図２のIII－III線に沿う断面図
【図４】同上、戻り光の挙動を示す説明図
【図５】第１の変形例に係り、先端部の要部断面図
【図６】第２の変形例に係り、先端部の要部断面図
【図７】第３の変形例に係り、先端部の要部断面図
【図８】第４の変形例に係り、先端部の要部断面図
【図９】第５の変形例に係り、先端部の要部断面図
【図１０】第６の変形例に係り、先端部の要部断面図
【図１１】第７の変形例に係り、先端部の要部断面図
【図１２】第８の変形例に係り、先端部の要部断面図
【発明を実施するための形態】
【００１２】
　以下、図面を参照して本発明の形態を説明する。図面は本発明の一実施形態に係り、図
１は走査型内視鏡装置の概略構成図、図２は先端部の要部を示す断面斜視図、図３は図２
のIII－III線に沿う断面図、図４は戻り光の挙動を示す説明図である。
【００１３】
　図１に示すように、走査型内視鏡装置（以下、単に内視鏡装置という）１は、照明光を
走査させながら被検体に照射し、被検体からの戻り光を得る走査型内視鏡（以下、単に内
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視鏡という）２と、この内視鏡２に接続される本体装置３と、本体装置３で得られる被検
体像を表示するモニタ４と、を有して構成されている。
【００１４】
　内視鏡２は、生体内に挿通される細長な挿入部１１を有する。この挿入部１１は、所定
の可撓性を備えたチューブ体を主体として構成され、先端側に先端部１２を有する。また
、挿入部１１の基端側は、本体装置３と着脱自在に構成されている。
【００１５】
　挿入部１１の内部には、本体装置３から供給される照明光を導光するための照明ファイ
バ１４が挿通されている。また、先端部１２の内部には、本体装置３から導光された照明
光を走査させながら被検体に照射するための光源ユニット４０が設けられている。この光
源ユニット４０は、先端部１２の先端面１２ａに出射面を形成する照明光学系１３と、照
明ファイバ１４の先端を所望の方向に走査させるためのアクチュエータモジュール１５と
、を有して構成されている。
【００１６】
　さらに、挿入部１１の内部には、被検体からの戻り光を受光して本体装置３に導光する
ための導光部としての検出ファイババンドル１６の先端が配設されている。この検出ファ
イババンドル１６の先端面は被検体からの戻り光を受光するための受光面１６ａとして設
定されており、この受光面１６ａは、先端部１２の内部において光源ユニット４０の外周
に配置されている。
【００１７】
　本体装置３は、電源２１と、メモリ２２と、コントローラ２３と、光源ユニット２４と
、ドライバユニット２５と、検出ユニット２６と、を有して構成されている。
【００１８】
　コントローラ２３は、電源２１から電力が供給されると、メモリ２２から制御プログラ
ムを読み出し、光源ユニット２４、ドライバユニット２５の制御を行うとともに、検出フ
ァイババンドル１６を介して検出ユニット２６で検出された被検体からの戻り光の光強度
の解析を行い、得られた被写体像の周囲を所定のアスペクト比の画像としてマスキング処
理してモニタ４に表示させる制御を行う。
【００１９】
　光源ユニット２４は、３つの光源３１ａ，３１ｂ、３１ｃと、合波器３２と、を有して
構成されている。光源３１ａ，３１ｂ、３１ｃは、コントローラ２３の制御に基づき、そ
れぞれ異なる波長帯域の光、例えば、Ｒ（赤），Ｇ（緑），Ｂ（青）の波長帯域の光を合
波器３２に出射する。合波器３２は、光源３１ａ，３１ｂ、３１ｃから出射されたＲ，Ｇ
，Ｂの波長帯域の光を合波し、照明ファイバ１４に出射する。
【００２０】
　ドライバユニット２５は、信号発生器３３と、デジタルアナログ変換器（以下、Ｄ／Ａ
変換器という）３４ａ及び３４ｂと、アンプ３５と、を有して構成されている。信号発生
器３３は、コントローラ２３の制御に基づき、照明ファイバ１４の先端を所望の方向、例
えば、螺旋状に走査させるための駆動信号を出力する。具体的には、信号発生器３３は、
照明ファイバ１４の先端を挿入部１１の挿入軸Ｏに対して左右方向（Ｘ軸方向）に駆動さ
せる駆動信号をＤ／Ａ変換器３４ａに出力し、挿入部１１の挿入軸Ｏに対して上下方向（
Ｙ軸方向）に駆動させる駆動信号をＤ／Ａ変換器３４ｂに出力する。
【００２１】
　Ｄ／Ａ変換器３４ａ及び３４ｂは、それぞれ入力された駆動信号をデジタル信号からア
ナログ信号に変換し、アンプ３５に出力する。アンプ３５は、入力された駆動信号を増幅
し、信号線４５を介して、アクチュエータモジュール１５に出力する。
【００２２】
　これにより、アクチュエータモジュール１５は、アンプ３５からの駆動信号に基づいて
、照明ファイバ１４の先端（自由端）を揺動させ、光源ユニット２４から照明ファイバ１
４に出射された光を被検体に対して螺旋状に順次照射させる。
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【００２３】
　検出ユニット２６は、分波器３６と、検出器３７ａ～３７ｃと、アナログデジタル変換
器（以下、Ａ／Ｄ変換器という）３８ａ～３８ｃと、を有して構成されている。
【００２４】
　分波器３６は、例えば、ダイクロイックミラーなどで構成され、所定の波長帯域で戻り
光を分波する。具体的には、分波器３６は、検出ファイババンドル１６により導光された
戻り光を、Ｒ，Ｇ，Ｂの波長帯域の戻り光に分波し、それぞれ検出器３７ａ，３７ｂ，３
７ｃに出力する。
【００２５】
　検出器３７ａ，３７ｂおよび３７ｃは、それぞれＲ，Ｇ，Ｂの波長帯域の戻り光の光強
度を検出する。検出器３７ａ，３７ｂおよび３７ｃで検出された光強度の信号は、Ａ／Ｄ
変換器３８ａ，３８ｂおよび３８ｃに出力される。Ａ／Ｄ変換器３８ａ～３８ｃは、それ
ぞれ検出器３７ａ～３７ｃから出力された光強度の信号をアナログ信号からデジタル信号
に変換し、コントローラ２３に出力する。
【００２６】
　これにより、コントローラ２３は、Ａ／Ｄ変換器３８ａ～３８ｃからのデジタル信号に
所定の画像処理を施して被写体像を生成し、モニタ４に表示する。
【００２７】
　次に、図２を参照して、内視鏡２の先端部１２の具体的な構成について説明する。
【００２８】
　例えば、図２に示すように、先端部１２の内部に設けられた光源ユニット４０は、円筒
状の枠体である照明管４３の内部に、照明光学系１３と、アクチュエータモジュール１５
と、が保持されて構成されている。
【００２９】
　本実施形態において、照明光学系１３は、照明レンズ１３ａ，１３ｂを有して構成され
ている。これら照明レンズ１３ａ，１３ｂのうち、最先端に位置する照明レンズ１３ｂは
先端部１２の先端面１２ａから露出され、これにより、先端面１２ａには、照明光学系１
３の出射面１３ｃが形成されている。
【００３０】
　図２乃至図４に示すように、アクチュエータモジュール１５は、照明ファイバ１４が挿
通されたフェルール４１と、このフェルール４１の外周面に保持された複数（例えば、４
個）のアクチュエータ１５ａ～１５ｄと、を有して構成されている。このアクチュエータ
モジュール１５は、保持体４４を介して照明管４３の内部に保持されている。すなわち、
保持体４４は、例えば、照明管４３の内周面に嵌合する略円柱状の金属部材で構成され、
その中心部に設けられた保持孔４４ａに、アクチュエータモジュール１５の基端側を保持
することが可能となっている。また、保持体４４にはケーブル挿通孔４４ｂが設けられ、
ドライバユニット２５から延在する信号線４５が、ケーブル挿通孔４４ｂを貫通した後、
各アクチュエータ１５ａ～１５ｄと電気的に接続されている。
【００３１】
　より具体的に説明すると、フェルール４１は、光通信の分野で用いられる部材であり、
ジルコニア（セラミック）、ニッケル等の材質を用いて形成されることにより、照明ファ
イバ１４を挿通するためのファイバ挿通孔が高精度に加工されている。
【００３２】
　また、フェルール４１は、挿入軸Ｏに対する左右方向（Ｘ軸方向）と、上下方向（Ｙ軸
方向）と、にそれぞれ対向する平面を有する四角柱状に形成されており、このフェルール
４１の各面４１ａ～４１ｄには、アクチュエータ１５ａ～１５ｄが設けられている。これ
らアクチュエータ１５ａ～１５ｄは、例えば、圧電素子（ピエゾ素子）によって構成され
ている。
【００３３】
　各アクチュエータ１５ａ～１５ｄのうち、フェルール４１の左右方向の面４１ａ，４１
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ｃに設けられた２つのアクチュエータ１５ａ，１５ｃは、正負の極性が互いに異なる電極
が、フェルール４１との接触面側（内側）と非接触面側（外側）とでそれぞれ対をなすよ
う配置されている。
【００３４】
　そして、アクチュエータ１５ａ，１５ｃの各電極のうち、フェルール４１との接触面側
に設けられた各電極は、当該フェルール４１を介してグランドされている。一方、フェル
ール４１との非接触面側に設けられた各電極には、ドライバユニット２５から同一の駆動
信号（例えば、Ｄ／Ａ変換器３４ａでＤ／Ａ変換された駆動信号）を電送するための信号
線４５がそれぞれ電気的に接続されている。これにより、アクチュエータ１５ａ，１５ｃ
は、同一の駆動信号によって、一方が伸張されたとき他方が収縮し、一方が収縮したとき
他方が伸張するよう動作し、フェルール４１を左右方向に揺動させるための起震力を発生
することが可能となっている。
【００３５】
　同様に、各アクチュエータ１５ａ～１５ｄのうち、フェルール４１の上下方向の面４１
ｂ，４１ｄに設けられた２つのアクチュエータ１５ｂ，１５ｄは、正負の極性が互いに異
なる電極が、フェルール４１との接触面側（内側）と非接触面側（外側）とでそれぞれ対
をなすよう配置されている。
【００３６】
　そして、アクチュエータ１５ｂ，１５ｄの各電極のうち、フェルール４１との接触面側
に設けられた各電極は、当該フェルール４１を介してグランドされている。一方、フェル
ール４１との非接触面側に設けられた各電極には、ドライバユニット２５から同一の駆動
信号（例えば、Ｄ／Ａ変換器３４ｂでＤ／Ａ変換された駆動信号）を伝送するための信号
線４５がそれぞれ電気的に接続されている。これにより、アクチュエータ１５ｂ，１５ｄ
は、同一の駆動信号によって、一方が伸張されたとき他方が収縮し、一方が収縮したとき
他方が伸張するよう動作し、フェルール４１を上下方向に揺動させるための起震力を発生
することが可能となっている。
【００３７】
　このように各アクチュエータ１５ａ～１５ｄによってフェルール４１を左右方向及び上
下方向に揺動させるための起震力を発生させることにより、アクチュエータモジュール１
５は、照明ファイバ１４の先端を、例えば、螺旋状に走査させることが可能となっている
。
【００３８】
　図２に示すように、先端部１２内において、光源ユニット４０の外周には、検出ファイ
ババンドル１６が配設されている。本実施形態において、検出ファイババンドル１６は、
具体的には、断面管状に形成され、照明管４３の外周部において、挿入軸Ｏ方向（すなわ
ち、照明管４３の中心軸方向）に沿って延在するよう設けられている。
【００３９】
　この検出ファイババンドル１６の先端面は受光面１６ａとして設定され、この受光面１
６ａは、照明管４３の先端よりも基端寄りに退避した位置に配設されている。すなわち、
検出ファイババンドル１６は、受光面１６ａが先端部１２の先端面１２ａよりも基端寄り
に退避するよう（換言すれば、照明管４３の一部領域が受光面１６ａよりも先端側に突出
するよう）、挿入軸Ｏ方向における照明管４３との相対位置が調整されている。
【００４０】
　そして、先端部１２において、このように受光面１６ａから突出された照明管４３の先
端領域Ａは、検出ファイババンドル１６の先端と一体的に、透明外皮５０によって被覆さ
れている。
【００４１】
　ここで、図２，４に示すように、透明外皮５０は、照明ファイバ１４から被検体に照射
された光の戻り光を入射することが可能なチューブ状の透明部材によって構成されている
。この透明外皮５０の先端領域は、基端領域よりも細径に絞り形成されている。そして、



(7) JP 2016-214459 A 2016.12.22

10

20

30

40

50

このように絞り形成された透明外皮５０の内周面が照明管４３の先端領域Ａの外周面に対
して液密に接着固定されることにより、検出ファイババンドル１６の先端は、液密に封止
されている。
【００４２】
　また、本実施形態において、透明外皮５０の先端面５０ａは、先端部１２の先端面１２
ａを形成するよう、照明管４３の先端面４３ａと略面一に設定されている。
【００４３】
　また、透明外皮５０は、ポリスチレン等からなる粒子状の散乱体５１が練り込まれた透
明樹脂材料等によって形成されており、この散乱体５１により、透明外皮５０は、主とし
て先端面５０ａから入射された光を、乱反射させながら検出ファイババンドル１６の受光
面１６ａへと導くことが可能となっている（図４参照）。なお、本実施形態の透明外皮５
０は、チューブ状の透明樹脂材料等によって構成されているため、比較的広い管路内等に
おいては、先端面５０ａのみならず、外周面から入射された光を検出ファイババンドル１
６の受光面１６ａに導くことも可能である。
【００４４】
　このように、透明外皮５０は、入射された光の進行方向を変化させながら検出ファイバ
バンドル１６の受光面１６ａに導く光路変更部として機能することが可能となっている。
すなわち、本実施形態において、検出ファイババンドル１６の受光面１６ａは、被検体か
らの戻り光を、透明外皮５０を介して受光することが可能となっている。
【００４５】
　ここで、透明外皮５０は、少なくとも、先端部１２の先端面１２ａから検出ファイババ
ンドル１６の受光面１６ａの後方まで延在していることが望ましい。なお、挿入部１１の
全域を透明外皮５０によって被覆することも可能であるが、図２，４に示す例においては
、透明外皮５０は先端部１２の基端寄りの所定領域まで延設され、それ以降の領域は、当
該透明外皮５０に連設する非透明な樹脂製の外皮５２によって被覆されている。
【００４６】
　このような実施形態によれば、入射された光を導光する検出ファイババンドル１６を光
源ユニット４０の照明管４３に沿って配設するとともに、検出ファイババンドル１６の先
端面に設定した受光面１６ａを照明管４３の先端よりも基端側に配設し、照明管４３の先
端外周から検出ファイババンドル１６の受光面１６ａを含む領域を、入射された光の進行
方向変化させることが可能な透明外皮５０によって被覆し、透明外皮５０に入射された光
を検出ファイババンドル１６の受光面１６ａに導く構成とすることにより、先端部１２の
先端領域の更なる細径化を図ることができる。そして、このように先端部１２の先端領域
を細径化することにより、湾曲した細い管路等に対しても先端部１２の先端領域を容易に
進入させることができ、この先端領域の進入をきっかけとすることにより、管路等に対す
る良好な挿入性を実現することができる。
【００４７】
　すなわち、照明管４３の先端外周から検出ファイババンドル１６の受光面１６ａを含む
領域を透明外皮５０によって被覆することにより、検出ファイババンドル１６の先端を、
照明管４３と透明外皮５０とによって封止するとともに、被検体からの戻り光を、透明外
皮５０を介して検出ファイババンドル１６の受光面１６ａに受光させることができる。従
って、検出ファイババンドル１６の受光面１６ａを、先端部１２の先端面１２ａに対して
基端側に十分退避した位置に設定することができる。そして、このように検出ファイババ
ンドル１６の先端を基端側に退避させ、照明管４３と透明外皮５０との間に検出ファイバ
バンドル１６が介在しない先端領域Ａを形成することにより、先端部１２の先端領域の更
なる細径化を実現することができる。その際、入射された光の進行方向変化させる材質に
よって透明外皮５０を構成し、透明外皮５０に入射した戻り光を内部で乱反射させること
により、透明外皮５０に入射した戻り光を効率良く検出ファイババンドル１６の受光面１
６ａに導くことができる。
【００４８】
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　この場合において、粒子状の散乱体５１が練り込まれた透明樹脂材料等によって透明外
皮５０を形成することにより、透明外皮５０に入射した光を内部で容易に乱反射させるこ
とができる。
【００４９】
　ここで、例えば、図５に示すように、透明外皮５０と非透明な外皮５２との境界を、検
出ファイババンドル１６の受光面１６ａの直後方に設定することも可能である。また、更
なる挿入性の向上を図るため、透明外皮５０の先端面５０ａのエッジを丸面加工すること
も可能である。
【００５０】
　また、例えば、図６に示すように、検出ファイババンドル１６の受光面１６ａと透明外
皮５０との間に光透過性を有する透明接着剤５５を充填することも可能である。この場合
、検出ファイババンドル１６及び透明外皮５０の各屈折率と透明接着剤５５の屈折率を最
適化することにより、各境界面での光の反射を防止して、受光面１６ａへの光の入射率を
向上させることができる。
【００５１】
　また、例えば、図７に示すように、検出ファイババンドル１６の受光面１６ａを、先端
側から基端側に拡開するテーパ面によって構成することも可能である。このように構成す
れば、検出ファイババンドル１６の受光面１６ａの面積を拡大することができると共に、
当該受光面１６ａを透明外皮５０の内面に近接配置することができ、受光面１６ａへの入
射効率を向上させることができる。
【００５２】
　また、例えば、図８に示すように、保持体４４の後部に円環状のガイド枠５６を設け、
照明管４３の基端面から所定間隔離間した位置において、ガイド枠５６の外周部に検出フ
ァイババンドル１６の先端を配設することも可能である。このように構成すれば、検出フ
ァイババンドル１６を、照明管４３の中心軸方向（挿入軸Ｏ方向）に沿って直列的に配置
することができ、より効果的に先端部１２の細径化を実現することができる。なお、本変
形例において、透明外皮５０には、照明管４３の基端面と検出ファイババンドル１６の受
光面１６ａとの間に介装される内向フランジ５０ｂが設けられ、検出ファイババンドル１
６の受光面１６ａは、内向フランジ５０ｂに導かれた光を受光することが可能となってい
る。
【００５３】
　また、例えば、図９，１０に示すように、透明外皮５０の内部に、先端面５０ａから入
射された光を照明管４３に向かって反射する反射部材５７を設けることも可能である。こ
の場合、反射部材５７としては金属メッシュ等を好適に用いることができ、この反射部材
５７は、透明外皮５０の外周寄りに埋め込まれていることが望ましい。また、反射部材５
７の先端は、透明外皮５０の先端面５０ａから退避した位置（図９参照）、或いは、透明
外皮５０の先端面５０ａから露出する位置（図１０参照）に設定することが可能である。
このように構成すれば、透明外皮５０の先端面５０ａから入射した光を、側面から放出さ
せることなく、効率良く、検出ファイババンドル１６の受光面１６ａに導くことができる
。
【００５４】
　また、例えば、図１１に示すように、照明管４３の外周面に反射部材５８を設けること
も可能である。このように構成すれば、透明外皮５０に入射した光のうち、当該透明外皮
５０の内面から放出された光を照明管４３に吸収させることなく再び透明外皮５０に戻す
ことができ、入射光を効率良く、検出ファイババンドル１６の受光面１６ａに導くことが
できる。なお、図１１では、照明管４３の外周面全域に反射部材５８を設けた構成を示し
ているが、反射部材５８を設ける領域は、少なくとも、透明外皮５０が被覆される領域で
あって、且つ、受光面１６ａよりも先端寄りの領域であれば良い。また、図１１では、透
明外皮５０の内部にも反射部材５７を設けた構成について示しているが、本変形例におい
て、この反射部材５７は適宜省略することも可能である。
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【００５５】
　また、図１２に示すように、挿入部１１の被検体内への挿入を補助するシース等の補助
具６０が併用される内視鏡２においては、挿入部１１が挿通される補助具６０の内面に、
被検体からの戻り光を反射するための反射部材６１を設けることも可能である。このよう
に構成すれば、より多くの戻り光を透明外皮５０に入射させて、検出ファイババンドル１
６の受光面１６ａに導くことができる。
【００５６】
　なお、本発明は、以上説明した各実施形態に限定されることなく、種々の変形や変更が
可能であり、それらも本発明の技術的範囲内である。例えば、上述の実施形態等において
は、散乱体が練り込まれた透明樹脂材料等を用いることにより、透明外皮５０に入射した
光の進行方向を変化させる構成の一例について説明したが、本発明は、これに限定される
ものではなく、例えば、透明外皮５０の内部に意図的に歪等を形成することにより、入射
した光の進行方向を変化させることも可能である。
【００５７】
　また、上述の実施形態の構成及び各変形例の構成を適宜組み合わせてもよいことは勿論
である。
【符号の説明】
【００５８】
　１　…　走査型内視鏡装置
　２　…　走査型内視鏡
　３　…　本体装置
　４　…　モニタ
　１１　…　挿入部
　１２　…　先端部
　１２ａ　…　先端面
　１３　…　照明光学系
　１３ａ，１３ｂ　…　照明レンズ
　１３ｃ　…　出射面
　１４　…　照明ファイバ
　１５　…　アクチュエータモジュール
　１５ａ-１５ｄ　…　アクチュエータ
　１６　…　検出ファイババンドル（導光部）
　１６ａ　…　受光面
　２１　…　電源
　２２　…　メモリ
　２３　…　コントローラ
　２４　…　光源ユニット
　２５　…　ドライバユニット
　２６　…　検出ユニット
　３１ａ－３１ｃ　…　光源
　３２　…　合波器
　３３　…　信号発生器
　３４ａ，３４ｂ　…　Ｄ／Ａ変換器
　３５　…　アンプ
　３６　…　分波器
　３７ａ－３７ｃ　…　検出器
　３８ａ－３８ｃＡ／Ｄ変換器
　４０　…　光源ユニット
　４１　…　フェルール
　４１ａ－４１ｄ　…　面
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　４３　…　照明管
　４３ａ　…　先端面
　４４　…　保持体
　４４ａ　…　保持孔
　４４ｂ　…　ケーブル挿通孔
　４５　…　信号線
　５０　…　透明外皮（光路変更部）
　５０ａ　…　先端面
　５０ｂ　…　内向フランジ
　５１　…　散乱体
　５２　…　外皮
　５５　…　透明接着剤
　５６　…　ガイド枠
　５７　…　反射部材
　５８　…　反射部材
　６０　…　補助具
　６１　…　反射部材
　Ａ　…　先端領域
　Ｏ　…　挿入軸（中心軸）

【図１】 【図２】
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